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0201 事務 環境政策課総合調整等業務 ②

議会対応、予算等の内部管理事
務、審議会等運営事務、権限移譲
関連事務、各種表彰事務、関係団
体等指導事務など

環境政
策課

0 0 8.5 0.0 8.5 66,385 現状維
持

引き続き、議会対応等の事務を継
続する必要があるため。

－ ④ ① 審議会をオンラインで開催するなど
対応済み。

－ ⑥、⑦ ① 審議会をオンラインで開催するなど
対応済み。

○ ① 審議会をオンラインで開催するなど
対応済み。

現状維
持

0202 事務 北海道環境基本計画に関する事務 ②
環境基本計画に係る点検･評価事
務及び環境基本計画の見直し等に
係る事務

環境政
策課

0 0 2.4 0.0 2.4 18,744 現状維
持

引き続き、環境基本計画に係る点
検･評価を継続する必要があるた
め。

－ ④ ① 外部有識者との打合せをオンライン
で実施するなど対応済み。

－ ⑥、⑦ ① 外部有識者との打合せをオンライン
で実施するなど対応済み。

○ ① 外部有識者との打合せをオンライン
で実施するなど対応済み。

現状維
持

0214 一般 環境影響審査指導費 ②

環境影響評価条例に基づく、環境
影響評価の審査及び条例対象事業
の事前指導、環境影響評価法に基
づく調査・指導のための事務

環境政
策課

2,870 2,870 1.4 0.0 1.4 13,804 現状維
持

引き続き、環境の保全について適正
な配慮を確保するため、環境影響
評価の審査・指導・調査を継続する
必要があるため。

－ ④ ①
事業者との打合せや審査をオンライ
ンで実施する、可能な範囲で資料を
電子化するなど対応済み。

－ ⑥ ① 審議会、事業者との打合せをオンラ
インで実施するなど対応済み。

○ ① 審議会、事業者との打合せをオンラ
インで実施するなど対応済み。

現状維
持

0215 一般 特定開発行為規制指導費 ②

自然環境保全条例に基づく、１ｈａ以
上の規模でかつ関係法令等の規制
対象とならない特定の開発行為の
規制のための事務

環境政
策課

2,082 0 0.8 1.5 2.3 20,045 現状維
持

引き続き、安全で良好な生活環境
の確保のため、特定の開発行為の
許可・審査・指導等を継続する必要
があるため。

－ ④ ①

対面・書面の必要がある場合を除
き、可能な範囲において、打合せ等
の電話・オンライン化及び許認可の
電子申請対応によるペーパーレス
化を実施済み。

－ ⑥ ①

対面・書面の必要がある場合を除
き、可能な範囲において、打合せ等
の電話・オンライン化及び許認可の
電子申請対応によるペーパーレス
化を実施済み。

○ ①

対面の必要がある場合を除き、可
能な範囲において、打合せ等の電
話・オンライン化及び許認可の電子
化を実施済み。

現状維
持

0203 一般 水道施設管理指導費 ④

水道法に基づく水道事業等の現地
指導や水道施設の維持管理指導、
簡易専用水道に関する検査、指導
／道の水道行政の基本的指針とな
る「水道ビジョン」、「水道整備基本
構想」の促進に係る業務

環境政
策課

1,270 337 1.4 1.5 2.9 23,919
現状維

持

引き続き、水道水の安全性並びに
安定供給を確保するため、水道事
業並びに専用水道の認可確認の現
地指導、水道施設維持管理指導及
び簡易専用水道に関する検査・指
導を行う。

○ ④ ①
許認可の電子申請対応によるペー
パーレス化を実施済み。

－ ⑥ ①
許認可の電子申請対応によるペー
パーレス化を実施済み。

○ ①
許認可の電子申請対応によるペー
パーレス化を実施済み。

現状維
持

0204 一般 水道施設指導監督費 ②
水道施設整備費等国庫補助事業の
指導監督事務

環境政
策課

2,053 1,027 1.6 1.8 3.4 28,607
現状維

持

引き続き、水道施設整備費の国庫
補助金及び生活基盤施設耐震化等
交付金を受けて、市町村等が行う施
設整備事業に対し、事業が適正に
実施されるよう指導監督を行う。

○ ④ ①

市町村等との打合せやヒアリングは
可能な範囲で既に一部オンラインで
の対応を行っている。
全庁的な取扱いにより電子申請を
導入することで、ペーパーレス化が
可能。

－ ⑥、⑦ ①

市町村等との打合せやヒアリングは
可能な範囲で既に一部オンラインで
の対応を行っている。
全庁的な取扱いにより電子申請を
導入することで、ペーパーレス化が
可能。

○ ①

市町村等との打合せやヒアリングは
可能な範囲で既に一部オンラインで
の対応を行っている。
全庁的な取扱いにより電子申請を
導入することで、ペーパーレス化が
可能。

現状維
持

0205 事務 石狩東部広域水道企業団出資金 ②
石狩東部広域水道企業団に係る出
資金等事務

環境政
策課

0 0 0.4 0.0 0.4 3,124
現状維

持

引き続き、江別市、千歳市、恵庭
市、北広島市、由仁町及び長幌上
水道企業団における水道用水の安
定供給を図るため、石狩東部広域
水道企業団に係る事務を行う。

－ ④ ②
可能な範囲でオンラインによる打合
せを実施する。

－ ⑥ ②
可能な範囲でオンラインによる打合
せを実施する。

○ ②
可能な範囲でオンラインによる打合
せを実施する。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度に一部オ
ンライン化で調整しているところであ
り、今後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0206 一般
水道企業団助成費用（石狩西部広
域水道企業団）

②
石狩西部広域水道企業団の第２期
工事に対する出資金及び負担金に
係る事務

環境政
策課

280,032 4,032 0.4 0.0 0.4 283,156
現状維

持

引き続き、石狩湾新港地域（小樽
市、石狩市の一部）、札幌市、石狩
市及び当別町における水道用水の
安定供給を図るため、石狩西部広
域水道企業団の第２期創設事業
（札幌市への用水供給）に対して出
資金及び負担金の支払いを行う。

－ ④ ①
可能な範囲で既に一部オンラインに
よる打合せを実施済み。

－ ⑥ ①
可能な範囲で既に一部オンラインに
よる打合せを実施済み。

○ ①
可能な範囲で既に一部オンラインに
よる打合せを実施済み。

現状維
持

0207 一般 水質衛生検査費 ⑤ 水質検査機器の整備
環境政
策課

15,464 0 0.6 0.0 0.6 20,150 現状維
持

引き続き、水道法に基づく飲料水の
検査機器を衛生研究所及び道立保
健所に整備し、水質管理の推進を
図る。

－ ① ② 省エネ機器を導入することが可能。
現状維

持
○

0208 一般 生活基盤施設耐震化等交付金事業 ②

国から交付される生活基盤施設耐
震化等交付金を活用し、水道施設
の耐震化や水道事業の広域化等の
事業を実施する市町村等への補助
業務

環境政
策課

3,352,517 0 1.6 0.0 1.6 3,365,013
現状維

持

引き続き、市町村等が行う水道施設
の耐震化や水道事業の広域化等の
事業に対し、補助金を交付する。

○ ④ ①

市町村等との打合せやヒアリングは
可能な範囲で既に一部オンラインで
の対応を行っている。
全庁的な取扱いにより電子申請を
導入することで、ペーパーレス化が
可能。

－ ⑥、⑦ ①

市町村等との打合せやヒアリングは
可能な範囲で既に一部オンラインで
の対応を行っている。
全庁的な取扱いにより電子申請を
導入することで、ペーパーレス化が
可能。

○ ①

市町村等との打合せやヒアリングは
可能な範囲で既に一部オンラインで
の対応を行っている。
全庁的な取扱いにより電子申請を
導入することで、ペーパーレス化が
可能。

現状維
持

0209 一般 水道広域連携推進事業費
人口減少社会における持続可能な
水道機能の確保のため、水道事業
の広域連携を推進

環境政
策課

29,011 14,506 3.8 3.2 7.0 83,681
現状維

持

引き続き、各自治体の水道事業の
広域連携を推進する必要があるた
め。

暫定的な職員配置により体制を整
備し、事務事業を推進してきたが、
一定期間が経過したことなどを踏ま
え、これまでの取組状況等を検証
し、効果的・効率的な執行体制の構
築を検討すること。

現状維
持

令和２年度から暫定的な職員配置
により体制を整備し、現状分析・将
来推計及びソフト・ハード連携シミュ
レーションを実施してきた。令和４年
度も同様に水道広域化推進プラン
の策定に向けて、効果的・効率的な
人員配置を行う。

1 一般
水道広域化推進プラン策定に係る
ハード連携シミュレーション業務

② 26,433 13,216 － ④ ①
対面で行う必要がある取組を除き、
すでに可能な範囲において打合せ
等のオンライン化を実施済み。

－ ⑦ ①
対面で行う必要がある取組を除き、
すでに可能な範囲において打合せ
等のオンライン化を実施済み。

○ ①
すでにオンライン開催等により、事
業内容の見直しを図ったところであ
り、引き続き同様の内容で実施。

2 一般
北海道水道広域化推進プラン策定
に係る検討会等

② 2,578 1,289 － ④ ①
対面で行う必要がある取組を除き、
すでに可能な範囲において会議等
のオンライン化を実施済み。

－ ⑦ ①
対面で行う必要がある取組を除き、
すでに可能な範囲において会議等
のオンライン化を実施済み。

○ ①
すでにオンライン開催等により、事
業内容の見直しを図ったところであ
り、引き続き同様の内容で実施。

0301 維持費 公害パトロール車整備費 ⑤
振興局における公害パトロール車
の整備に係る経費（車輌購入、車検
費用、消耗品等）

循環型
社会推
進課

1,344 1,344 0.3 0.6 0.9 8,373 現状維
持

引き続き、適切な公害パトロール車
の購入に資するため、本整備費を
確保する必要がある

－ ③ ② 更新に併せ次世代自動車等への切
り替えを検討する。

現状維
持

○

0302 一般 公害防止推進費 ②
公害苦情及び公害防止管理者等に
係る業務

循環型
社会推
進課

121 121 0.6 3.1 3.7 29,018
現状維

持

引き続き、住民からの公害苦情へ
対応するため公害苦情相談員を設
置を継続する必要があるため。ま
た、公害を防止するために一定規模
以上の特定工場への立入検査を継
続する必要があるため。

－ ④ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0303 一般 大気汚染対策費 ② ばい煙発生施設等の監視指導や大
気環境の常時監視等に係る業務

循環型
社会推
進課

27,922 3,913 2.2 15.9 18.1 169,283 現状維
持

ばい煙発生施設等の立入検査を行
い継続して工場、事業場の監視、指
導を行う。

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0304 事務 石綿健康被害救済基金拠出金 ②
石綿被害者救済法により設けられ
た石綿被害救済基金への拠出金に
要する経費

循環型
社会推
進課

0 0 0.3 3.2 3.5 27,335 現状維
持

引き続き、道における石綿健康被害
救済業務を実施する必要があるた
め。

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0305 一般 化学物質対策費 ②
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ特措法、PRTRに基づく業
務等

循環型
社会推
進課

15,604 15,604 1.0 6.4 7.4 73,398
現状維

持

引き続き、ダイオキシン類による汚
染状況(大気、水質、土壌)の常時監
視、ダイオキシン特措法対象施設の
立入検査、PRTR法による化学物質
の適正管理の把握を行う必要があ
るため。

－ ④ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0306 一般 騒音・振動・悪臭対策費 ② 騒音規制法、振動規制法、悪臭防
止法に基づく業務

循環型
社会推
進課

2,753 2,753 1.1 1.8 2.9 25,402 現状維
持

引き続き、新幹線騒音の実態把握
調査や自動車騒音の常時監視など
を継続する必要があるため。

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0307 一般 公害対策受託調査費 ②
公害の状況の把握を行うための業
務

循環型
社会推
進課

3,597 0 0.9 0.0 0.9 10,626
現状維

持
環境省からの委託調査に伴う経費
であることから継続して実施する。

－ ④ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0308 事務 公害防止協定に関する事務 ② 公害防止協定の締結、運用に関す
る事務全般

循環型
社会推
進課

0 0 0.5 1.7 2.2 17,182 現状維
持

引き続き、北海道公害防止条例第
10条第2項に基づき公害防止協定
係る事務を実施する。

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0309 事務 脱スパイクタイヤ対策に関する事務 ②
スパイクタイヤ粉じん防止法及び脱
スパイクタイヤ推進条例の運用など
に関する事務全般

循環型
社会推
進課

0 0 0.3 0.0 0.3 2,343 現状維
持

引き続き、国の通知や条例に基づ
き関係事務を継続する。

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0310 一般 水環境対策費 ②

水質汚濁防止法に基づく業務（公共
用水域・地下水の常時監視、特定
事業場排水対策など）、環境基本法
に基づく業務（水域類型指定）、健
全な水循環の確保に関する業務な
ど水環境保全に関する事務

循環型
社会推
進課

73,546 73,546 3.2 6.5 9.7 149,303
現状維

持
引き続き、水環境保全に関する事
務を継続する必要があるため

○ ④ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

令和３年度　事務事業評価調書 03011

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

自然環境及び生活環境の保全

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

1／2 03011



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0311 事務
法及び条例に基づく緊急時及び事
故時対応事務

② 水質事故等における危機管理対応
業務

循環型
社会推
進課

0 0 0.3 0.6 0.9 7,029 現状維
持

引き続き、水質事故等における危機
管理対応業務を継続する必要があ
るため

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0312 事務
水質汚濁に係る上乗せ排水基準の
設定に関すること

② 排水基準上乗せに関する道条例の
設定及び見直しに係る業務

循環型
社会推
進課

0 0 0.3 0.0 0.3 2,343 現状維
持

引き続き、排水基準上乗せに関す
る道条例の設定及び見直しに係る
業務を継続する必要があるため

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0313 一般 土壌汚染対策事業費 ② 土壌汚染対策法に基づく業務
循環型
社会推
進課

398 0 3.2 0.0 3.2 25,390
現状維

持
引き続き、土壌汚染対策法に基づく
業務を継続する必要があるため

－ ④ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0314 事務
地下水の硝酸性・亜硝酸性窒素等
の対策に関すること

② 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素によ
る、地下水汚染の改善を図る業務

循環型
社会推
進課

0 0 0.3 0.4 0.7 5,467 現状維
持

引き続き、硝酸性窒素及び亜硝酸
性窒素による、地下水汚染の改善
を図る業務を継続する必要があるた
め

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0315 事務 水道水源保全対策に関すること ②
良好な水道水源を将来にわたって
保全し、総合的な水道水源の保全
対策の推進

循環型
社会推
進課

0 0 0.3 0.4 0.7 5,467 現状維
持

引き続き、総合的な水道水源の保
全対策を推進する必要があるため

－ ④ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ① 打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0316 事務
遊泳用プールに係る衛生管理関係
事務

② 遊泳用プールに係る、衛生指導
循環型
社会推
進課

0 0 0.3 1.5 1.8 14,058
現状維

持
引き続き、遊泳用プールに係る衛生
指導を継続する必要があるため

－ ④ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

－ ⑥,⑦ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

○ ①
打合せのオンライン化の実施や、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽなどについて対応済み。

現状維
持

0317 一般 アスベスト対策に関する業務 ②

アスベスト問題対策連絡会議の開
催、アスベスト情報の収集・提供、
関係機関団体との連携会議の開
催・連絡調整

循環型
社会推
進課

3,182 3,182 0.4 1.1 1.5 14,897
現状維

持

アスベスト問題に対応するため、引
き続きアスベスト問題対策連絡会議
の開催、アスベスト情報の収集・提
供、関係機関団体との連携会議の
開催・連絡調整等を行う必要がある
ため。

－ ④ ① すでに会議をオンラインで対応済み － ⑥ ① すでに会議をオンラインで対応済み ○ ① すでに会議をオンラインで対応済み
現状維

持

0403 03031 事務 民間企業との協働に関する事務 ② 民間企業等とのパートナーシップ協
定の締結や協定に基づく事務

気候変
動対策
課

0 0 0.6 0.7 1.3 10,153 ①
改善
（取組
分析）

制度の周知拡大及び事業者との連
携強化
03031と方向性を統一と記載

○ ④ ①
事業の内容は個別の協定によるた
め、打合せ等のオンライン化が対応
できるものについては対応済み。

－ ⑥ ①
事業の内容は個別の協定によるた
め、打合せ等のオンライン化が対応
できるものについては対応済み。

○ ①
事業の内容は個別の協定によるた
め、打合せ等のオンライン化が対応
できるものについては対応済み。

改善

環境保全の取組を推進するため、民間企業と
連携し、効果的な環境情報の発信を行う。
制度の周知拡大を推進し、事業者と連携を図
り、効果的にオンライン化を進める。

0501 事務 自然環境課総合調整等業務 ②

管理・監督・職員の服務・研修、道
議会事務、文書事務、各種表彰事
務、環境審議会、予算・決算等課内
の庶務に関する事務全般

自然環
境課

0 0 5.0 0.5 5.5 42,955 現状維
持

引き続き、管理・監督・職員の服務・
研修、道議会事務、文書事務、各種
表彰事務、環境審議会、予算・決算
等課内の庶務に関する事務を継続
する必要があるため

－ ④ ① 電子媒体により業務連絡等を行うこ
とで対応済み。

－ ⑦ ① 電子媒体により業務を行うことで対
応済み。

○ ① 電子媒体により業務を行うことで対
応済み。

現状維
持

0502 一般 自然公園保全費 ①
国定公園及び道立自然公園の許認
可業務に伴う現地調査等に関する
業務

自然環
境課

1,687 1,687 0.9 11.3 12.2 96,969
現状維

持
引き続き、自然公園保全費に係る
事務を継続する必要があるため。

○ ④
⑤ ②
自然公園ガイドマップをニーズに合
わせ紙媒体で作成するとともに、電
子化し活用を検討。

－ ⑥ ②
自然公園ガイドマップをニーズに合
わせ紙媒体で作成するとともに、電
子化し活用を検討。

○ ②
自然公園ガイドマップをニーズに合
わせ紙媒体で作成するとともに、電
子化し活用を検討。

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減や啓発対象の
拡大に向けた取組の促進など、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向け、事業内容を検討するこ
と。

現状維
持

○ ○ ○

普及啓発事業について、ガイドマッ
プの電子化をすることとしており、今
後ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0503 一般 自然公園計画策定費 ②
自然公園に関する計画策定のため
の定期的・計画的な点検に関する
業務

自然環
境課

352 352 1.1 3.5 4.6 36,278
現状維

持

引き続き、自然公園計画策定費に
係る事務を継続する必要があるた
め。

○ ④
⑤ ②
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

－ ⑦ ②
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

○ ②
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、オンラインによる
開催をすることとしており、今後、ゼ
ロカーボン北海道及びSociety5.0の
推進に向けた取組を進めていく。

0504 一般
自然公園美化活動推進事業費補助
金

②
自然公園のすぐれた風致景観を維
持するため、公園内の美化清掃事
業を実施する団体に対する補助

自然環
境課

1,905 1,905 0.3 0.4 0.7 7,372
現状維

持

自然公園のすぐれた風致景観を維
持するため必要な美化清掃活動へ
の支援であり、継続する必要性があ
る。

－ ④
⑤ ②　
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

－ ⑦ ②
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

○ ②
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0505 維持費
自然公園整備事業費（維持管理
費、管理費）

②
自然公園内の道設公衆トイレ及び
道設旭岳ビジターセンターの維持管
理に要する経費

自然環
境課

41,062 21,728 0.7 1.9 2.6 61,368
現状維

持

自然公園内施設の維持管理費であ
り、利用者の利便性のため、継続す
る必要がある。

－ ④
⑤ ②　
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

－ ⑦ ②
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

○ ②
・関係機関との打合せについて、オ
ンラインでの開催を検討。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0506 一般 自然公園施設整備費 ⑤
自然公園等の道・市町村施設の整
備、老朽化した施設の補修・改良等
を実施するための経費

自然環
境課

20,782 322,866 27,151 1.1 1.2 2.3 340,829 現状維
持

自然公園を安全に利用してもらうた
め、破損・老朽化した施設の再整備
をする必要がある。

－ ② ①
施設整備にあたっては、すでに可能
な範囲で再エネ施設の導入を進め
ている。

現状維
持

0507 一般
自然公園施設整備費（自然公園施
設新エネルギー率先導入事業）

⑤
自然公園の道有施設において新エ
ネルギーの導入工事を実施するた
めの業務

自然環
境課

15,500 0 0.5 0.9 1.4 26,434 現状維
持

必要な維持管理費を軽減するととも
に、自然公園施設の快適な利用を
確保するため、新エネルギーを導入
した施設整備の必要がある。

－ ② ①
施設整備にあたっては、すでに可能
な範囲で再エネ施設の導入を進め
ている。

現状維
持

0508 事務
国立公園整備事業（満喫プロジェク
ト）

②
満喫プロジェクトに係る協議会運
営・推進業務

自然環
境課

0 0 0.3 0.0 0.3 2,343
現状維

持

国や関係市町村と連携して国立公
園の利用を促進していく取組であ
り、継続する必要がある。

－ ④ ②
オンラインによる開催等を検討す
る。

－ ⑥
⑦ ②
オンラインによる開催等を検討す
る。

○ ②
オンラインによる開催等を検討す
る。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0509 事務 国立公園整備事業 ② 自然公園整備事業の施行委任
自然環
境課

0 0 1.1 0.0 1.1 8,591 現状維
持

自然公園整備に係る国の施行委任
事務であり、道内の自然公園施設を
適切に維持していくために継続する
必要がある。

－ ④ ① 電子媒体により業務連絡等を行うこ
とで対応済み。

－ ⑦ ① 電子媒体により業務を行うことで対
応済み。

○ ① 電子媒体により業務を行うことで対
応済み。

現状維
持

0510 一般 知床地域自然環境保全管理費 ②
世界自然遺産に登録された知床
を、将来にわたり保全・管理するた
めの業務

自然環
境課

9,605 9,605 1.0 1.0 2.0 25,225
現状維

持

世界自然遺産は人類全体の遺産と
して保護保存することを目的として
おり、知床の価値を保全・管理する
ための業務は今後も継続が必要で
ある。

○ ④ ②
打合せ等においてオンラインの活用
が可能である。

－ ⑥ ②
打合せ等のリモート開催による効率
化・省力化を図ることが可能であ
る。

○ ②
打合せ等のリモート開催、普及啓発
イベントのオンライン開催による接
触機会の低減が可能である。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0511 一般 国定公園施設等整備事業 ②
新たに指定された厚岸霧多布昆布
森国定公園の認知度向上と利用促
進等を図るための業務

自然環
境課

9,602 8,761 1.0 1.5 2.5 29,127 終了 Ｒ３単年度事業のため － ④ ① 電子媒体により業務連絡等を行うこ
とで対応済み。

－ ⑥ ① 電子媒体により業務を行うことで対
応済み。

○ ① 電子媒体により業務を行うことで対
応済み。

終了

0512 一般 国定公園適正利用促進事業 ③
コロナ禍における国定公園利用に
係る情報発信及び利用者動向に係
る調査のための業務

自然環
境課

6,000 3,000 0.9 1.5 2.4 24,744 終了
環境省の補助金を活用した単年度
事業であるため、今年度で終了。

－ ④ ② 今後実施する予定の調査等の電子
化等について検討する。

－ ⑥ ② 今後実施する予定の調査等の電子
化等について検討する。

○ ② 今後実施する予定の調査等の電子
化等について検討する。

終了 ○ ○ ○

0513 一般 自然環境保全監視費 ②

法令に基づき指定された自然環境
を保全すべき地域における監視業
務及び保全管理業務並びに湿原保
全対策の検討・推進等に関する業
務

自然環
境課

30,137 30,137 1.3 2.6 3.9 60,596
現状維

持

引き続き、自然環境保全監視費に
係る事務を継続する必要があるた
め。

－ ④ ②
打合せ等においてオンラインの活用
が可能である。

－ ⑥ ②
打合せ等のリモート開催による効率
化・省力化を図ることが可能であ
る。

○ ②
打合せ等のリモート開催による接触
機会の低減が可能である。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、オンラインによる
開催を行っているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0514 一般 自然環境計画推進費（維持費） ⑤ 自然公園のパトロール車の経費
自然環
境課

1,403 1,403 1.0 0.3 1.3 11,556 現状維
持

引き続き、自然環境計画推進費に
係る事務を継続する必要があるた
め。

－ ③ ②
更新に併せ山道及び悪路に対応で
きる次世代自動車への入替を検討
する。

現状維
持

○

20,782 4,253,885 228,964 55.2 78.5 133.7 ■令和４年度　新規事業
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